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巻頭言「エレクトロニクスソサイエティの

活性化と電子情報通信学会の国際化」 

平成１９年度エレクトロニクスソサイエティ会長 

安藤 真 (東京工業大学) 

本年度のエレクトロ

ニクスソサイエテイ

（エレソ）会長を拝命

致しました東京工業大

学大の安藤でございま

す。どうぞ宜しくお願

い申しあげます。平成

18 年度から保立前会長のもと新しい運営体制が無

事にスタートしました。また独立採算化の試行の 1

年でもありました。この変革の時期に次期会長とし

て 1 年間お手伝いさせていただき、約 8,000 名の会

員を擁するソサイエテイに求められる、「安定した

中にも常に進化する運営」とは何かについて問題意

識を深めることができました。残念ながら、その答

えを見つけるには至っておりませんが、先達のチャ

レンジ精神を忘れず、「目前」の課題を解決する中

でも「理想のソサイエテイ」と「問題の本質」を常

に意識し、運営に当たる決意であります。ご理解と

積極的なご支援を、お願いいたします。 

平成 19 年度のソサイエテイとしての重要課題を

述べます。まず、エレソ運営

す。順調にスタートした「企

会議」、「研究技術会議」の

員からの距離が開くことなく

されているか、加えて執行委

となることなく効率的な意思

両面から、体制やルールの改良

エレソの強みである出版事業

事会のたびにエレソの論文誌

賛されます。加えてソサイエ

確に位置付けが行われた ELEX

を越えた発展が検討されてい

に敬服すると共に、国際的な

力してゆきます。ソサイエテ

第 1 種研究会および大会にあ

深化を目的として荒削りや未

厚な議論を交わす第 1 種研究

領域も含め、浅いながらもよ

の把握ができる総合大会、ソ

まさに車の両輪であります。

題の一つに大会の活性化があ

エレソの企画は量的に十分で

る学会もあり、単に量的な尺

是非は議論がありますが、他

イとの交流を促進し、新しい
年 7 月 1 日発
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体制の進化を継続しま

画会議」、「編集出版

3 つの会議ですが、会

迅速な施策の実行がな

員の負担が過大なもの

決定ができているかの
を継続します。次に、

の進化を図ります。理

の迅速な査読体制が賞

テイの速報版として明

の、ソサイエテイの枠

ます。関係者のご努力

認知度の向上などに注

イの活性化の根源は、

ります。専門の研究の

完成な内容も含めて濃

会と、他の分野や融合

り広い視野で研究動向

サイエテイ大会とは、

前年度より残された課

ります。残念ながら、

はありません。競合す

度で活動を測ることの

研究会や他ソサイエテ

学問領域の創成や、若



手の育成などに、年に 2 回しかない大会を大いに活

用する機運を高めたいと思います。結果として、時

間や部屋が足りなくなるほどのプログラムの充実が

できたら素晴らしいことです。 

最後に、学会の国際化に関して所感を述べさせて

いただきます。学会活動においても、巨人である

IEEE、これに対抗すべく急速にまとまりを見せつつ

ある EU、さらにこれからの成長株としてのアジアの

3 極構造が顕在化してきています。そして、アジア

における日本のリーダシップを求める欧米の声があ

る一方、中国やインドではアジアのリーダとなるた

めの戦略や人材養成プランが着々と練られています。

電子情報通信の分野でアジアでのリーダシップを維

持できるか否かは、日本（そして本学会）にとって

長期的にも短期的にも極めて重要な意味があります。

年度末の理事会において「グローバル化検討タスク

フォース」が、“アジアの IEICE”への発展のため

に行った具体的な提言は、まさに同じ問題意識で本

学会がとるべき施策のたたき台を示したものと思い

ます。個人的には、国際戦略の必要性を痛感する、

次のような具体的な場面に遭遇しています。 

１． アジアで開催する国際会議の集客を増すにも

IEEE Explorer 掲載が効果的である。プロシーデ

ィング版権の IEEE 委譲や IEEE からの会議経済

支援まで進むと、多くの国際会議が IEEE の実質

主催になり得る。 

２． IEEE の Society の幾つかでは年次総会を増やし

アジア開催地を考えている。 

３． IEICE の 9 つの海外セクションとは日本の支部

と同様の連携の強化が必要である。現地での会議

主催と支援、IEICE Distinguished Lecturer 制度な

どによる普及広報活動の強化が必要である。 

４． 大会における英語セッションの強化。 

５． 研究専門委員会委員や特集号編集委員会など

への海外会員の登用など、運営面での国際化。 

６． 世界でも指折りの査読体制（レベル、迅速性）

を誇る Transactions への投稿勧誘と、無料（自由）

閲覧の可能性の追求。 

以上は、エレソばかりでなく、学会の経営基盤や

安定的運営にも大きな影響がある課題でもあります。

「グローバル化検討タスクフォース」の提言ととも

に、慎重にかつ早急に検討をする必要があると考え

ております。会員皆様の忌憚のないご意見をお待ち

しております。 

著者略歴： 

東京工大博士修了、電電公社、東京工大助手を経て1995年 同

教授。電磁界、アンテナの研究。URSI Comm.B 委員長, IEEE AP-S 

Ad Com、EU ACE Sc. Council を歴任。第８回井上賞、本学会

業績/論文賞、電波功績賞、情報化促進総務大臣表彰 

 

巻頭言「会長退任にあたって」 

エレクトロニクスソサイエティ 前会長 

保立 和夫 (東京大学) 

平成 18 年度の 1 年間、エレ

クトロニクスソサイエティの

会長を務めさせて頂きました。

この間、エレソ運営委員会の皆

様、研究専門委員会の委員長を

はじめ幹事・委員の皆様、そし

て会員の皆様には大変にお世

話になりました。また、事務局の皆様にもお世話に

なりました。有難うございます。 

平成 18 年度は、エレソにとりましては独立採算化

に向けた試行の 1 年間、つまりエレソが生まれ変わ

る 1 年間でした。今回の制度改革は、独立採算化を

目指して進められたものですが、実質的には、エレ

ソ活動がより円滑に、より活発に実施できるように、

運営体制を工夫するところにそのポイントがありま

した。 

これまでは、エレソの活動内容の全てに関する検

討は、約 50 名の委員から構成されたエレソ運営委員

会にて行なわれてきました。これに対して、昨年度

からは、運営委員会のサブセットとして新設された

「執行委員会」が主にこの任にあたるとともに、「企

画会議」、「編集出版会議」、「研究技術会議」の 3 つ

の会議を設置して、それぞれの担当副会長のもとに

クイックな施策の実行を追求しました。運営委員会

は年に 1度の開催となり、執行委員会も 24 名構成と

スリムになりました。この新体制のもと、新しい幾

つかの企画が生まれ、その実施のための準備が進め



られました。 

企画会議関連では、新たにエレクトロニクスソサ

イエティ学生奨励賞が立案され、平成 19年秋のソサ

イエティ大会から実施する運びとなりました。また、

エレソ関連の研究アクティビティを一般の方にもア

ピールするためにビデオコンテンツを作成すること

が計画され、これも平成 19 年度に実行することにな

っております。 

編集出版会議関連では、エレソ活性化予算を活用

して、掲載料の各種減額・免除、英文チェックの実

施、ELEX 宣伝パンフレットの作成などを実行に移し

つつあります。また、論文賞候補選定方法も改定し

て、より合理的なものと致しました。論文誌全体の

さらなる活性化のための議論も進み、英文論文誌と

ELEX の相互の位置づけを明確にして、英文での論文

出版全般をより活性化させる工夫について具体的な

検討に入っております。 

研究技術会議に関しましては、エレソの根幹を成

す 13 の第 1種研究専門委員会と 15 の時限（第 2種）

研究専門委員会が活発な研究活動を展開しておりま

す。第 2種のうち 11 の委員会は設置期間を終えまし

たが、そのうち 10 の委員会は更に活動を展開するた

めに継続されることとなりました。国際会議は主

催・共催が 4件、技術共催・協賛は 12 件を数えまし

た。ソサイエティ大会（金沢大）ならびに総合大会

（名城大）では、一般講演に加えて、シンポジウム

企画、ソサイエティ特別企画、パネル討論が活発に

行われました。海外からも講師を招聘して内容の充

実を図り、120 名を超える聴衆を集めた企画も実施

されております。 

エレクトロニクスは、物理現象の解明から、材料・

デバイスの作成、そしてシステムの構築までを包含

する厚みのある技術領域です。科学技術創造立国を

標榜する我が国において、尊敬される「日本の科学

技術」を発振し続けるためには、このエレクトロニ

クスが元気であり続ける必要があります。そのため

には、会長就任のご挨拶でも申しあげましたように、

やはり「ハードウエアへの回帰」と「独創性を強く

意識した取り組み」が不可欠であると存じます。ま

さに、本ソサイエティの活動が重要であります。 

安藤会長、河内次期会長のもと、独立採算化の本

格実施が円滑に展開されて、エレソが益々元気にな

りますことを期待致しております。 

著者略歴： 

1979年 東大院博士了、同年 東大専任講師．1993年 同大先端

研教授、現在、工学系研究科教授・副研究科長． 

光ファイバセンシングの研究に従事．本会エレクトロニクス

ソサイエティ大会委員長、副会長、光エレクトロニクス研究

専門委員会委員長を歴任．IEEE LEOS Japan Chapter Chair 

(2004), IEEE LEOS Board of Governor Member (2007) ． 

本会業績賞（1979）、著述賞（1984）、エレクトロニクスソサ

イエティ賞（2003）、市村学術賞（2001）、計測自動制御学会

蓮沼賞（2002）、応用物理学会JJAP論文賞（2006）、等を受賞． 

本会フェロー、IEEEフェロー、SICEフェロー． 

 

「電子ジャーナル ELEX による情報の発信

と流通」 

ELEX 前編集委員長 

神谷 武志（大学評価・学位授与機構） 

［最近のトピックス］  
創刊より 4年を迎えた電

子 ジ ャ ー ナ ル IEICE 

Electronics Express（略

称 ELEX）は昨年 6月から純

粋な宣伝期を脱し、著者に

掲載料を負担いただく著

者課金制を開始しましたが、直後の投稿件数の落ち

込みを経て昨年 10 月以降は毎月 20 件を超えるペー

スを回復し、勢いを増しています。別の指標として

毎月のアクセス件数を調べると、昨年半ばまでは平

均4千件程度であったのが昨年10月以降は1万件越

えと上昇し（半数以上がドット jp 以外）、ようやく

世界的に ELEX の存在が定着してきた感があります。

その理由を正確に言い当てることはなかなか難しい

ですが、次の 3 つが重要であったと考えています。

第 1 は学術誌の引用統計を調べ、雑誌のインパクト

ファクターを公表しているThomson Scientific社か

ら調査開始の申し入れが一昨年にあり、同社の論文

速報データベースの仲間入りができたこと；第 2 は

編集委員、査読委員および事務局の努力により投稿



日から掲載日まで平均 50 日以下という世界最速レ

ベルの査読期間で、かつ採択率が平均 40％台という

厳正さを保っていること；第 3 に当誌発行の母体で

あるエレクトロニクスソサイエティ会員各位への研

究専門委員会等を通じた投稿の呼掛けへの積極的な

対応をいただけていること（国内の有力グループか

らの投稿が極めて多い）、など。 

ただし、1 年余り先に予定されるインパクトファ

クターの公表はもう一段高いハードルであり、また

国際的に有力な各誌が印刷された雑誌刊行の前にイ

ンターネット版を公表し速報性の向上に力を入れて

いることや、ELEX の主要な柱となるフォトニクス分

野に特化して本年に創刊された Nature Photonics

誌が日本を拠点として宣伝販売攻勢を強めているこ

となどを考えると、いっそうの努力が求められてい

ると思われます。 

［世界の中の日本の学会活動］ 20 世紀第 3四半期

以降の電子・情報・通信の分野において日本人研究

者、技術者はきわめて大きな貢献をしており、世界

の有力な国際会議や学術雑誌を支える世界の 3 極の

１つであることは客観的にも認められています。そ

の一方で研究情報の流通を担う学術雑誌の活動では、

アメリカ、イギリスやオランダの寡占状態が続き、

日本の学会が発行する英文原著論文誌は日本からの

重要な科学技術上の貢献を発信する点では機能して

いるものの、まだ世界のマーケットで対等に戦うの

に蓄積が十分とは言えません。このことは電子情報

通信学会に限らず、日本の学会全体が共通に抱えて

いる問題です。政府が海外への情報発信力を強める

ための施策として始めた J-SPARC プログラムもその

点を狙いとしており、ELEX もこれまで同プログラム

の支援を受けてきました。 

［実績を踏まえた本格展開への方策］ 昨年から本

年にかけて ELEX 編集委員会、ES 執行委員会で検討

してきた推進策の一端をご紹介します。第 1 にエレ

クトロニクスプロパーの集積回路、フォトニクス、

マイクロ波、電磁波などの投稿数が 3/4 に対して電

子と通信、情報、基礎との境界領域の投稿数が 1/4

に達していることに対応するべく、境界領域を積極

的に意識したスコープの見直しを行なうとともに、

他ソサイエティの協力を得て編集委員の充実を図る

ことが必要であるとの認識に基づき、各ソサイエテ

ィへ協力を呼掛けています。第 2 に英文論文誌のレ

ター部門と ELEX の性格づけをより明確にして研究

者がそれぞれの特徴を踏まえて投稿しやすくする工

夫をしたいと考えています。これらによって世界最

速のレター誌として競争力が強化できると期待して

います。 

［会員のいっそうの貢献を］ 事業の展開を成功さ

せるにはポジティブスパイラルを形成することが重

要といわれます。論文誌の場合では良い著者による

良い論文が載る雑誌は良く読まれ、良く読まれる雑

誌に活発な研究者が投稿したくなるという循環がそ

れに当たります。最初のスパイラルでは日本の活発

な研究者の方々に自信作を発表していただき、良い

流れが形成されてきました。この流れを加速するに

は今後もいっそうのご貢献を電子情報通信学会会員、

特に ES 会員の皆様にお願いしたいと存じます。 

著者略歴： 

1963年 東京大学工学部応用物理学科卒，1968年 東京大学工

学部電子工学科講師，1987 年 同教授，2000 年 同名誉教授，

同年 大学評価・学位授与機構教授，2006 年 同客員教授，同

年 情報通信研究機構プログラムディレクター，現在に至る． 

 

フェロー寄稿 

「非線形歪電圧の測定から見えるもの」 

箕輪 功（玉川大学 工学部） 

この度『接触界面における

電気伝導解明への貢献』 と

いうことで、フェローの称号

を頂戴したことについて、ご

推薦くださった関係者の

方々、またかつてご指導いた

だき共同研究者でもありま

した元玉川大学教授の菅野允先生、中村充伸先生（故

人）に御礼申し上げたいと思います。 

長年接触現象の研究に携わってきましたが、電気

的計測手法を工夫することで接触表面状態をより把

握できないだろうかというのが、これまでの私の課

題であったように思います。電気的接触状態の良し



悪しを知る手段としては、通常は接触抵抗を測定し

ます。電圧電流特性や荷重依存性などの特性から接

触表面状態をある程度把握できます。最初の頃は微

小電圧電流領域で測ると接触抵抗はどうなるだろう

かということで、点接触型のSQUID磁気センサ装置を

数年がかりで製作し、ピコボルト・ナノアンペア領

域まで測定をしてみました。高感度な測定はできま

したが、実際のところ接触に関する情報が少なく、

そこで次に非線形ひずみ電圧の測定を行うことにな

りました。その頃デンマークの会社から 10kHzの正

弦波電流を流し 30kHzの高調波電圧を測定する装置

を購入しましたので、本研究室としてはスーパーヘ

テロダイン方式（2 周波の電流を流し混変調によっ

て生じる差周波のひずみ電圧を検出する方式）の装

置を製作し、両装置の比較をしてみました。感度的

にはどちらもほぼ同じナノボルトくらいまで測定で

きます。2 周波法の特長は、装置にシステムひずみ

が発生しても、接触界面で起きている真の現象を見

出すことができると考えられます。接触抵抗のほか、

2次（f1－f2：偶数次）と 3次（2f1－f2：奇数次）の

ひずみ電圧を、周波数の組み合わせを変えるだけで、

接触状態に影響を与えずに測れます。3 次ひずみ電

圧は電流双方向に対して対称性的な場合の検出、2

次ひずみ電圧では非対称な場合の検出ができ、直流

バイアスと組み合わせて接触導体間の電位差も検出

されます。 

元来、トンネル効果やショットキー効果で非線形

現象が起きることが知られていますが、最近になっ

てひずみ電圧の発生原因が障壁以外にもあることに

気がつきました。接点のように微小な面積で接触し

ている場合、電流集中により局部的に温度上昇が起

こります。電流が交流の場合、周波数をfとすると、

上昇する温度に加えて 2fの交流成分が現れるので、

その結果抵抗の変動分として 2fの成分が残ります。

電流の基本周波数成分fと抵抗の 2f成分との三角関

数の積から最終的に 3fの成分が生じることになり

ます。これをモデル実験で証明しようとして、ガラ

スエポキシ基板の銅箔を幅 0.1mm、長さ 0.3mの 2 次

元ブリッジ構造に加工しました。10kHz、1Aの電流を

流して測定した 30kHzのひずみ電圧（数十ナノボル

ト）から推測して、2fの温度変動幅は 10-4℃程度と

推測されました。変動温度幅は(1/f)に比例するでし

ょうから、1Hz程度の超低周波の場合 1℃程度の変動

が起きることが予測されます。このような形状依存

型のひずみ現象は、接触に関してはどれほどの影響

を与えうるかまだよくわかりませんが、精密計測用

の精密抵抗器などという部品の分野になると、どう

やら製造の仕方によっては性能に差がでてくる可能

性があります。 

現在、「線形抵抗の標準化」という自分だけが納

得したような実験も行っています。完全にオームの

法則に従う線形な抵抗器が欲しかったからです。凝

り性の私は、かつてカナダの首都オタワにある NRC･

標準研究所で抵抗標準用の精密測定に使用可能な量

子ホール素子の製作に関わる仕事（電極部の金属・

半導体オーミック接触）に 1 年間携わった縁から、

98 年と 2000 年に量子ホール抵抗の線形性を 2 周波

法で調べる実験をさせてもらいました。NRC で製作

された量子ホール素子は電流限界が 200μＡ程度で

しかないのですが、検出感度の範囲内では確かに線

形抵抗のようでありました。0.3K の温度下で磁界を

14T まで可変しながら、差周波電圧（2次微分抵抗）

を測定して、得られたデータを Excel で積分して階

段状の量子ホール抵抗の磁場依存性を間接的に再現

してみました。さらに差周波を 0.1Hz にすることで、

ディジタルボルトメータの入力インピーダンスを

1GΩ程度の高抵抗に保ちながら、1MHz 近くまで測定

し量子ホール素子の評価もできました。市販の抵抗

器としては、今のところフォイル抵抗がカーボン抵

抗や金属皮膜抵抗などよりはるかにひずみ電圧が小

さく、理想的な抵抗に近いと思われます。 

また、ステアリン酸やアラキン酸 LB 膜を金でサン

ドイッチした薄膜構造体を液体ヘリウム低温下で、2

周波法で直流バイアスを変えながら測定すると、非

弾性散乱を伴うと思われるようなスペクトラム的な

非線形電気特性を観測することができましたことか

ら、2 次微分抵抗法として分析に有効ではないかと

考えています。2 周波法が広く用いられることを望

んでいます。 

著者略歴： 



1970年 玉川大学工学部電子工学科卒、72年 同大学院修士課

程修了、75年 助手、97年 教授、現在に至る．91年 博士（工

学）．電気接触現象と計測法、線形抵抗の標準化などに従事． 

 

「電磁界理論研究専門委員会の活動」 
電磁界理論研究専門委員会 委員長 

石原 豊彦（防衛大・通信工学科） 

マクスウェルによる電磁

波理論の確立, ヘルツによ

る電磁波存在の実証実験, 

及びマルコーニによる無線

実験の成功を経て, 電磁界

理論は20世紀に飛躍的な進

歩を遂げた.工学への応用

が極めて広い分野に渡っていることから, それらの

基礎となる電磁界理論は, 21 世紀の今日に至るまで, 

継続的に研究が進められてきている. 

最近, 電磁波の放射,伝搬,及び反射･散乱問題の

数値解析及びその応用において,モーメント法,有限

要素法,あるいは FDTD 法等の数値計算法が, 大きな

威力を発揮している. そのため, 高度で複雑な数学

及び物理に関する知識を必要とする理論解析は, も

はや必要でないのではないかという声さえ聞かれ

る. 

しかしながら, 解析解は物理現象の理解が容易な

場合も多く, 他の問題解析への拡張及び工学への応

用が容易であるという利点を有している. また, 高

周波の場合, 数値計算法では計算が困難となる場合

が生じるが, 高周波近似解析法は, 高周波ほど逆に

優れた精度が得られるという利点を有している. 

上記のような理由から, コンピュータ及び数値計

算法がさらに高度に発展することが予測される将来

においても, 数値解析及び理論解析の両分野におい

て研究を進めて行くことが重要なように思われる.

このような状況の中で, 以下には, 今年度の活動に

ついて概略を記述する. 

本年度の最初の研究会は, 5 月 26 日(土)に防衛大

において開催され, 電磁界問題の数値計算法及び理

論解析に関して７件の研究発表が行われた(共催:電

気学会電磁界理論研究会,URSI-B 小委員会). 次の

研究会は, 8月 2日(木) ～ 3日(金)に室蘭工業大学

において, 光・電波ワークショップが開催される予

定である(共催:OPE 研, MW 研, (主幹 EMT 研),電気学

会電磁界理論研究会, URSI-B小委員会,協賛:MWP研,

併催:URSI-C研究会).また, 10月後半の3日間,電磁

界理論シンポジウムが四国で開催される予定である

(共催:電気学会電磁界理論研究会, URSI-B 小委員

会).平成 17 年度(那須塩原)及び 18 年度(松江市)の

電磁界シンポジウムでは,いずれも 60 件ほどの発表

があった. 

本年度４回目の研究会は, 2008年１月28(月)～29

日(火)に大阪電気通信大学で開催される予定である

(共催: OPE 研,LQE 研,PN 研, (主幹 EMT 研), 電気学

会電磁界理論研究会, URSI-B 小委員会). 

上記の他, 英文特集号(平成 20 年１月号)の掲載, 

及び研究奨励等のため満 35 歳以下の学生に対する

学生優秀発表賞の表彰等の活動を行う予定である. 

著者略歴： 

1970 年 防衛大卒. 1975 年 ニューヨーク工科大学修士課程

(MS)修了. 1978年 同 博士課程修了. 1979年 防衛庁技術研究

本部. 1982年 防衛大講師. 現在防衛大教授(1990年～). 電磁

波,音波の伝搬,散乱,及び高周波近似解析に関する研究に従

事. PhD., 工博.  

1985年 防衛技術論文賞(防衛技術協会),1997年 論文賞(海洋

音響学会),1999年 佐藤論文賞(日本音響学会).  

 

「電子部品・材料研究会の活動」 
電子部品・材料研究専門委員会 委員長 

上村 喜一 （信州大・工学部電気電子工学科） 

電子部品・材料研究専門

委員会は最も歴史のある研

究専門委員会の 1 つであり，

前身の時代を含めると 40

年を超える歴史を持ってい

る。絶縁体・半導体・磁性

体と，広く部品・材料にか

かわる分野の技術と産業の発展

の人材育成にも大きく寄与し

電子部品・材料という研究分

クトロニクス産業の中核となる
に貢献し，当該分野

てきた。 

野はその中からエレ

様々な技術が生み出



されてきた。とりわけ，半導体工学の揺籃期におい

ては学術的な研究だけでなく産業技術としてエレク

トロニクス産業を牽引する実用的な分野に至るまで

広く先駆的な研究の中核としての機能を果たしてき

た。加えて磁性材料，誘電体材料等もそれぞれの時

代に即応した研究開発の発展に寄与してきた。現在

電子情報通信学会エレクトロニクスソサイエティに

おけるいくつかの研究専門委員会が発足するための

要素の一部が当該研究専門委員会の活動の中から生

まれてきた。 

この研究専門委員会の特長は，電子部品・材料の

分野を広く覆っていることであり，様々な観点から

の討論・検討が行われている。時としてエレクトロ

ニクス産業を牽引する研究分野が変遷してきたが，

当該研究専門委員会はその内容が広範であることか

ら，時々の先端分野に関わることができた。このこ

とが問題点でもあり，特定の部品・材料分野の研究

が活発になるとそれぞれが独立した分野として本委

員会から離れて行くことにもなった。しかしながら，

このことは研究分野を育てるという観点からはある

意味理想的ともいえる状況であるとやせ場我慢して

いる。諸科学が巣立った後の哲学，諸技術が巣立っ

た後の Civil Engineering のような側面があること

は否めない。 

IEEE 等，昨今海外の国際的な学会活動に人材を奪

われ，厳しい運営が続いているが，日本独自の技術

を底辺から育成するには，地味ではあっても日本語

による研究発表の機会を増すとともにその質を高め

ることが求められる。 

昨年度の研究会は，光集積回路の実装と信頼性，

結晶成長・評価技術，圧電デバイス・材料，強誘電

体材料，有機エレクトロニクス，電子部品・材料，

光部品・実装技術，光記録技術，化合物混晶半導体，

薄膜プロセス・材料，LSI 実装・インターフェース・

テスト技術，電池技術関連等であり広範な分野構成

となっている。 

もう 1 つの特長は，地方における研究活動の活性

化に対する貢献である。北陸・信越地区や東海地区，

関西地区，東北地区，北海道地区など，それぞれの

部品・材料分野の研究の振興に対して役割を果たし

ていると自負している。 

本研究会のホームページ： 

http://www.ieice.org/~cpm/index.html 

著者略歴： 

昭和52年 東工大理工・電子工学専攻・博士修了，昭和52年

～昭和 58 年 東京工芸大学，昭和 58 年 信州大学工学部電気

電子工学科（現在，教授） 

 

「2007 年ソサイエティ大会に向けて」 

ソサイエティ大会運営委員長 

安井 寛治（長岡技術科学大学 電気系） 

2007 年ソサイエティ大会

は 9 月 10 日（月）から 14 日

（金）の 5 日間にわたり、鳥

取大学（鳥取市）にて開催さ

れます。エレクトロニクスソ

サイエティでは、一般講演に

加えて研究専門委員会、時限

専門委員会から頂いたご提案に基づき、以下の一般

公募シンポジウムが企画されています。光エレクト

ロニクス関連では、通信ソサイエティと共同企画で

“光通信におけるハイパワー化への期待と課題”、お

よび“超高速光通信システムの鍵を握る分散補償技

術”と題したシンポジウムにおいて光通信の最先端

の研究成果が報告されます。電磁界理論関連では

“光・マイクロ波回路の最適化設計と関連技術”、マ

イクロ波技術関連では“マイクロ波フィルタ技術の

最近の動向”、レーザ・量子エレクトロニクス関連で

は“応用の幅を広げるレーザ技術”において、レー

ザ・マイクロ波応用分野における最新技術の研究成

果が発表されます。また、集積回路・集積光デバイ

ス関連では“変復調用集積回光デバイスの現状と展

望”と“Deep sub 100nm 世代の新世代 VLSI アーキ

テクチァ”、電子デバイス分野では“異種材料融合デ

バイス技術”と題した光・電子デバイスの技術展開

に関してホットな報告がなされます。さらに機構デ

バイス関連では、“センシング・計測技術”、マイク

ロ波・フォトニクス関連では、“電波システムを支え

るマイクロ波・ミリ波フォトニクス技術”等の大変

興味深い企画が準備されています。 



大会 2 日目午後に開催されるプレナリーセッショ

ンでは、エレクトロニクスソサイエティ賞受賞記念

講演、フェロー称号贈呈式、レター論文賞、ELEX 

Award などのエレクトロニクスソサイエティ賞授賞

式と、特別講演を予定しています。 

一般講演発表登録締切日は2007年 7月 4日 17:00

必着となっておりますので、この機会に是非とも御

講演発表をご検討頂けましたら幸いです。原稿投稿

の際には下記をご参照ください。 

http://secure1.gakkai-web.net/gakkai/ieice/kaikoku/

index.html

2007 年ソサイエティ大会へのご講演・ご聴講等の

ご案内に関するホームページのアドレスは以下の通

りです。 

http://www.toyoag.co.jp/ieice/S_top/s_top.html 

最新のプログラムにつきましては順次ホームペー

ジにアップロードいたしますとともに、索引機能付

プログラムは 8 月 13 日公開予定です。CD-ROM は 8

月 29 日（水）～8 月 31 日（金）に講演者・予約聴

講者に事前発送しますので、ご講演の事前準備、ご

聴講の下調べ等に御活用頂きますようお願い申し上

げます。 

ソサイエティ大会開催・運営担当関係の皆様には

引き続き開催準備の労に対して深謝申し上げますと

共に、多くの方々が、9 月に開催される鳥取大学の

ソサイエティ大会でご講演頂き、ご聴講と併せてご

参加賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

（シンポジウム課題等は 2007 年 5 月現在の情報を基にし

ており、開催時のプログラムと若干異なる場合があります

ことをご了承ください） 

 

● エレソからのお知らせ 

◆ エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞の創設 

2007年ソサイエティ大会から、エレクトロニクス分野に関

する優秀な発表（一般講演、シンポジウム講演）を行った学

生員に対して、「エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞」

を贈呈します。概要は以下のとおりです。詳しくは、下記WEB

ページをご覧ください。 

www.ieice.org/es/jpn/notice/index.html 

＊ 選定対象者： 次のすべての条件を満たす方。 

（１）講演時に電子情報通信学会の学生員であること。 

（２）講演申込の際に筆頭著者かつ講演者として登録し、

かつ実際に講演を行った者。 

（３）過去に電子情報通信学会の学術奨励賞、及び本賞を

受けたことがないこと。 

（４）表彰時に電子情報通信学会の会員であること。 

 該当者は自動的に本賞の選定対象者として登録されます

ので、申込み手続きは不要です。 

＊表彰： 2008年総合大会のエレクトロニクスソサイエティ

のプレナリーセッションにおいて、下記3分野それぞれにつ

いて2名の方に表彰盾および賞金（30,000円）を贈呈します。 

イ．電磁界およびマイクロ波 

ロ．化合物半導体および光エレクトロニクス 

ハ．シリコンおよびエレクトロニクス一般 
 

◆ エレクトロニクスソサイエティ活動功績表彰受賞者 

2007年総合大会エレソ・プレナリー・セッションにて、下

記18名の方が表彰されました。(五十音順・敬称略) 

・井上浩（秋田大）：電気接点国際会議ICEC2006/Sendai運

営委員長としての貢献 

・稲沢良夫（三菱電機）：EMT 幹事補佐としての貢献 

・植之原裕行（東工大）：和文論文誌編集幹事としての貢献 

・真田篤志（山口大）：MW 幹事補佐としての貢献 

・重川直輝（NTT）：ELEX創立時の立ち上げおよび編集委員会

幹事としての貢献 

・田所貴志（NTT）：LQE 2004･2005年度幹事補としての貢献 

・高窪かをり（明治大）：英文論文誌C編集委員としてのエ

レソ出版事業への貢献 

・高橋琢二（東大）：ELEX編集委員会幹事としての貢献 

・高橋浩（NTT）：OPE幹事としての貢献 

・高橋亮（東大）：エレソ庶務幹事としての貢献 

・野村昌弘（NEC）：英文論文誌C編集委員としてのエレソ出

版事業への貢献 

・野本俊裕（NTT）：MW 幹事としての貢献 

・八田竜夫（三菱電機）：LQE 2005年度幹事としての貢献 

・馬庭透（富士通研）：MW 幹事としての貢献 

・箕輪功（玉川大学）：EMD講習会担当としての貢献 

・宮本智之（東工大）：英文論文誌C編集委員としてのエレ

ソ出版事業への貢献 

・横井秀樹（芝浦工大）：IPD 幹事としての貢献 

・吉村了行（NTT）：LQE 2005年度主幹事としての貢献 
 

◆ エレソNews Letterは年4回発行します。次号は2007年

10月発行予定です。     （企画広報担当: 鈴木） 
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